でな く、 人間性 一般の 大 問題で あろうと 思います が、 

今宵 死ぬ かも 知れぬ という 事に なったら、 物慾 も、 色 

慾 も 綺麗に 忘れて しまう ので はない かしらと も 考えら 

れ るのに、 どうして なかなか そのような もので もない 

らしく、 人間 は 命の 袋小路に 落ち込む と、 笑い 合わず 

に、 むさぼりくらい 合う ものら しう ございます。 この 

世の中の ひとりで も 不幸な 人の いる 限り、 自分 も 幸福 

に はなれな いと 思う 事 こそ、 本当の 人間ら しい 感情で 

しょうに、 自分 だけ、 あるいは 自分の 家 だけの 束の間 

つ rj- レ 

の 安楽 を 得る ために、 隣人 を 罵り、 あざむき、 押し倒 

し、 (いいえ、 あなた だって、 いちど は それ をなさい ま 



した。 無意識で なさって、 ご 自身 それに 気がつかない 

なんての は、 さらに 怒るべき 事です。 恥じて 下さい。 

人間なら ば 恥じて 下さい。 恥じる というの は 人間 だけ 

にある 感情です から) まるでもう 地獄の 亡者が つかみ 

合いの 暄嘩 をして いるよう な 滑稽で 悲惨な 図ば かり 見 

せつ けられて まいりました。 けれども、 私 はこの よう 

に 下等な 使い走りの 生活に おいても、 いちど や 二度 は、 

ああ、 生れて 来て よかった と 思った こと もない わけで 

は ございません でした。 いま はもう このように 疲れ 

切って、 自分が どこに いるの やら、 それさえ 見当が つ 

かなくな つてし まった ほど、 まるで、 もうろくの 形で 



ず、 どうも まったく ひどい 世の中に なった もの だ、 と 

大真面目で 愚痴 をい つて 帰って 行きました。 私 は 葡萄 

酒の 闇屋の 大きい 財布の 中に いれられ、 うとうと 眠り 

かけたら、 すぐに また ひっぱり 出されて、 こんど は 四 

十ち かい 陸軍 大尉に 手渡されました。 この 大尉 もまた 

闇屋の 仲間の ようでした。 「ほまれ」 という 軍人 専用 

の 煙草 を 百 本 (とその 大尉 はいって いたの だそう です 

が、 あとで 葡萄酒の 闇屋が 勘定して みましたら 八十 六 

本し かなかった そうで、 あの インチキ 野郎め が、 とそ 

の 葡萄酒の 闇屋が 大いに 憤慨して いました) とにかく、 

百 本 在中と いう 紙 包と かえられて、 私 は その 大尉の ズ 



ボンの ポケットに 無雑 作に ねじ 込まれ、 その 夜、 まち 

はずれの 薄汚い 小 料理屋の 二階へ お供 を するとい う 事 

になり ました。 大尉 は ひどい 酒飲みでした。 葡萄酒の 

ブ ランデ ー とかいう 珍しい 飲物 を チビ チビ やつ て、 そ 

うして 酒癖 もよ くないよ うで、 お 酌の 女 をず いぶんし 

つ こく 罵る のでした。 

「お前の 顔 は、 どう 見た つて 狐 以外の もので はない 

んだ。 (狐 をケ ツネと 発音す るので す。 どこの 方言 か 

しら) よく 覚えて 置く がえ えぞ。 ケ ツネの つら は、 口 

がと がって 髭が ある。 あの 髭 は 右が 三本、 左が 四 本、 

ケ ツネの 屁と いう もの は、 たまらね え。 そこらい ちめ 



ん なにつ らい 思い をして いるか、 お前た ちに はわ かる 

まい。 あたした ちの 乳房から はもう、 一滴の 乳 も 出な 

いんだよ。 からの 乳房 を ピチャピチャ 吸って、 いや、 

もうこの ごろ は 吸う 力 さえな いんだ。 ああ、 そうだよ- 

狐の 子 だよ。 あごが とがって、 皺 だらけの 顔で 一 日中 

ヒ ィヒィ 泣いて いるんだ。 見せて あげましょう かね。 

それでも、 あたした ち は 我慢して いるんだ。 それ をお 

前た ち は、 なんだい」 といい かけた 時、 空襲警報が 出 

て、 それと ほとんど 同時に 爆音が 聞え、 れいの ド カン 

ド カン シ ユウ シ ユウが はじまり、 部屋の 障子が まっか 

に 染まりました。 
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